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まえがき

本年(平成 4 年) 3 月をもって東北大学金定年退職することになりました。退職にあた

りった学、理学部で最終講義や記念講演会等をいろいろ企画していただきました。本来なら

ば研究を中心に臨調の高い講演をしたいところですが.そんなに誇りをもってお話しでき

るようなものもありません。それで研究、学問は 2 の止にして、今日まで辿ってきた道

を振り返りそり時々の思い出を漫談風に話すことにしました。講演では漫談とあわせて趣

味としている下手な絵もスライドで見ていただきました。漫談は全く個人的なものが多

しまた最近の事柄については時効の関係で古めていません。

この本は最終講義、記念2茸前去の時の漫談を中心にしたもので、主に量子化学研究室の

同窓生に配布することを考えてまとめたものです。同じ釜の飯を食った同窓生白方々には

漫談が当時を思い起こす材料になるかも知れないと思ったからです。私個人でやる事を考

えていましたが、記念事業舎の方から本にするのは記念事業の一環としてやりたいという

お申し出があり、結果として御肝意に甘えることになりました.理事業会に心からお礼申し

上げます.

思えば昭和26年に九大の助手になって以来、約42年にわたって大学にお世話になりま

した。その問.多くの方々にいただいた御厚情と御綾撞は終生忘れることはできません。

これら多くの方々にめぐり会えた幸運をしみじみと感じて， .ます。どうも有り難うござし 1

ました。

伊藤光男
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“思い出すまま"

若松時代

“昆布屋"

まづ私の生い立ちから始めさせていただきます。私の出身は九州、福岡県の若訟市という所

で、現在の北九州市若佳区であります。北九州市というのはその名の通り九州の北のはてにあ

り、関門海映をへだてて本州に最も近い所にありますe 北九州市はJ"J司、小i昔、戸畑、八幡、

若訟という五つの市が合併してできたもので、戦前は日本の三大工業地帯のーっとして栄えた

所です。若訟は洞海湾と L 寸大変奥行きの深い入り江に面 L、筑豊炭田の石炭の積み出し港と

して明治から昭和の前半にカψTて活気を量 L、街には石炭を船に積み込む沖仲土と L 、う骨働者

であふれていました。 :k野葦平と L う作家をご存知かどうか知りませんが、“花と竜"という

映画をご覧になったことがあるかも知れません。これは若松出身の火野菅平が若訟のやくざの

抗争をえがL、たもので、実際に干供の頃に街でのやくざ同士の刃傷沙汰にでくわしたこともあ

ります。私はこのようなガラの恵い街のど真ん中で育ちました。家は食料品店を営んでいてわ

りに大きな家でした。この家はじ十年位になりますが、まだ残っていまして、こともあろうに

共産党の事務所になっています。

私は六人兄弟の次男でありますが、われわれは a昆布屋の息子"といわれていました固それ

は祖究の代から昆布を加工してL て、かなりの教の職人をかかえおぼろ昆布とかとろろ昆布を

つくっていました。おぼろ昆布と L、うのは良質の昆布の中心の白し部分を薄くかんな屑状にそ

レだもので、とろろ昆布は表面の黒い部分を糸状にしたものです。おほろ昆布は紙のように薄

ければ薄L ほどよく、これをつくるには椙当に熟練した職人でなければできませんでした。直

った姿勢で片足で昆布の端をおさえ、他方をもちあげて、かんなの刃りようなものを使っ C昆

布をそL でゆきます。 l セ γテ幅くらしのひらひらしたおぽる昆布がみるみるうちに山のよう

にできてくるのが面白くあかずに眺めたものでした。て・きたおぼろ昆布には適量の酢をかける

のですが、ヲヲ製の手ほうきに容器にいれた酢をふくませ、それをサッサァと振っておぼろ昆

布に均等にかけるのです。こうしておぼろ昆布ができあがるのて寸が、このあとがL けな~. 'G

よ〈見ていると、仕事が終わったあと座っていたゴザを同じほうきではわ L 、たうえ 周凶の地

面白ゴミまですくうているのです。そして翌日同じほうきでおぼろ昆布をつくるわけです。子

[共心ながらにおぼろ昆布は食べたくな L 、な←とおも L ました。
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“明太子"

なんでも食べ物をつくる裏方をのどくと金欲がなくなることが多いですが、食料品屋として

昆布をはじめ色々な食料品を取り扱っている内情をみると面白い発見があるものです。ここで

お話し したL、のはたら干です。九州の方では明士子と出いて“めんたい"と言います。博多

の辛子明太子は有名ですのでよくどぞんじだと思います。

戦前、九州あたりでは明太子は主に朝鮮から入荷していました.直径30セゾチ、高さ30 ヒ

ンチくらいの木の丸陣。なかに肢射状に花びらのように幾重にも敷き詰めたうすL 、ピンク色の

もので、薄溢の生にちかいものが多かったようです。おもに冬の寒い時期に入荷して店頭にだ

されるのですがなかなか売れなL、のです。生にちかいですから冬でも 週間もすればウジが湧

レてくるのです。こうなると売れませんりで裂に引今込めて宜がある処置をするのです。ヒリ

ピリした捧唐辛子をとかした辛子水をつくりまして それに明大子を一つずつつけるわけで

す固そうするとウジは而白いようにとれて、見かけは元の新鮮な明太干にもどります。これを

また店頭におくのですが、また売れな〈てウジがわき、また辛子水につけます。これを何回も

繰り返してゆきますと、明太子は唐辛子でだんだん赤く時まり、ついにはウジもわかなくなっ

てくるのです。そして、こうして向回も処理してできた明太子はおいしいと L、うことでよく売

れるのです。

私はいまでも辛子明太子の発祥はわが家であり、ウジ退治から生まれた逸品であると思って

います。しかし辛子明太子をみるにつけウジが入ってレるのではなし、かとしづ危棋がつきまと

L 食う気にならなかったのですが、島近やっとこの盟、いから解放されました。私の文は現夜

90才近いですが 自分で沢山の辛子明太子をつくって売りまくったのですが、白骨では絶対

に食わずに現在にいたっています.きっと、まだウジから解散されていないのだとおもいま

す。

“ウイスキー"

私の家は昆布屋から乾物震と少しずつ変貌していったのですが、ある時(多分、昭和12、 3

年頃)急激に近代化 L、缶詰やコーヒーをおいた近代的な食料ttll店に変わりました。これは、

文と一緒に家業をやっていた当時としてはハイカラだった根究によるところが多かったと思い

ます。若松の港には外国船の出入りも多く、外国人の船員の上陸もかなりの数にのぼっていま

した。とれら外国人を相手に舶来のウイスキーをおくことになり‘ホワイ!ホース、ジョニー

オーカーや金箔りはいったウイスキ などを色々と並べて L まして、これは主に叔支の領分で

した。一方、訟の史はウイ λキ の何たるかは全然舟かつてレませんで、外国のすごく高級な

建命酒であるというくらいしか理解していないのです。
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ある目、叙究の留守の時に、大変品のよし中年のご婦人が店にこられ、病人のお見舞しにな

にか適当なものを目いたいと L うことて'一九結局、なにか飲物がよいだるうということになっ

たのですが、応対にあたった文はさかんに棚にある色々のウイヌキーをそのご婦人にすすめま

して、ついに病人見舞L としうことでウイスキーを一本売りつけてしまったのです。文は大変

よくきく聾命酒だと思っていますので、べつになんとも思っていないわけです。しばらくして

叔文が帰ってまいりまして、売ったウイスキーをしらべたところ、それはアルコール分 50%

位のシソだったのです。ジソを見舞し tにもらった病人はひっくりかえったのではなLφ、と思 L

ます。

昆布屋、食料品店、一番上と一番下が10も歳がはなれていないところにひしめき合ってい

る 6 人の兄弟、活告にみちた荒々しL 新興の港町、そこで展開される色々の人間模線、子供

の時の下町の環境はその後の官、の生きかたに大きな影響をあたえたように思います。周囲の連

中はガラは悪く あまり礼儀を知らない者ばかりでしたが、真正直で人情にもろい明づけらカ

ンとした人連ばかりでした。思っているニとを腹に収めておくことができず、ズケズケ言って

結局111をすると L 寸類です。これはそのまま私の性分で、この歳になってもなおりません。

“鈍才の群れ"

いままでお話したように、若訟というと ι ろは沖仲士、船員、工員などの労働者からなって

おり、小学伎の同じグラスり連中はこれらの干弟が主でして知的職聾の親をもっ子供はあまり

いなかったように思います.グラスの阜の机の周聞をみますと、右隣が馬車ひきの子、左隣が

喜楽館という活動小屋の子、後ろが沖仲土の干、右後ろが朴と L 寸朝鮮の人、という風でし

た。(ちなみに、私はクラスで一番背が低くいつも机は最前列でした。)なかにはチンドン屋町

子とか、 f~の親文はパクチ打ちだと堂々と胸を張る干もいました。このようなクラスの構成か

ら分かりま F ように、けんかは強いが勉強はからき L駄目とし寸連中ばかりです。

私どもの 5、 6 年次の担任は護山先生と" ?先生で、実家がお寺でひまさえあれば、お経ば

かり読んでいました。この先生は大量、立派な先生で.できの悪い子供を相手に悪戦苦闘され、

子供心にも先生のき7力十二報いなければと子供も一生懸命だったように思L ます。しかし、あま

りにも出来が昔、く精根っきたのか、ある目、ため息まじりにみんなをまえにして“ああ、あわ

れなるかな鈍才の群れ司と言って教室を出ていってしまいました.後に残されたわれわれはみ

んなゾ 2 ソとしてうなだれるばか P でした。この“ああ、あわれなるかな鈍才の群れ"の先生

の言葉は私のむに焼き付きまして、レろんな意味で在、のその後の生き方に影響したように思い

ます。とにかく、われわれはどうにも救いようのなレ鈍才で人並ではないのだということ、人

並になるためには人一倍努力しなくてはならないのだということを教えられたのです。現在で

ー~11



もこの考えはかわりませんで、周図。学生の人遣をはじめみんな頭がよいなーと感心l-.駄目

な自分を大いに引け目に感じて\， 'i-:れしかし、だからこそ人並以上に努力しなければいけな

いりだということで、何となく今日までもててきたと思います。その意味で、鈍才の群れとい

う先生の言葉は私にとっては大変有り難かうたと思っています。

..大女"

車、には人よりも頭が悪いというコンブレッグスのほかに、小学校時代にうえつけられた女の

人に女すするコンプレックスがあります。

私は小学校のときは背がクラスで一番低く、これが当時の最大の悩みでした。なんとかして

背を伸ばしたL、と思ってよいということは大概やりましたが、あまり効果はありませんでし

た。当時、映画 fポパイがはやってレて、母親にねだってあまり好きでもなしホウ ν ン草を種

目食わせてもらいましたし、また鉄俸に長時間ぶらさがったりしました。

太平洋戦争勃発直前の戦時色町濃レ時代で小学校でもなにかといえば隊列をくんで運動場

をぐるぐる行進することが多かったのです。スピーカーから流れる行進曲にあわせて全校生徒

がタラス揮に隊をつくって回るのです。私は 6 年 3 組に属し、隊は背の高い生徒を先頭に 4

列縦隊で背の一番低い私はそのγγガ川乙くるわけです。そのじノンガリは人盈の関係で私一人

になることが多いのです。 6年 3 組の次の 6 年 4 組は女子グラスで、弘のうしろには蟹をつく

ような太古が続、てきます。運動場はせまいので、行進中に先がつまって、その結果.大古ど

もが迫ってきて、官、は大女どもの隊列に吸収されるような恰好になるのです。なにしろ見上げ

るような大女に取り閉まれるわけで、今では鰐しがるかもしれませんが、当時はまさに恐怖で

した.そのうえ、この大古どもが‘ここぞとばかりに私の耳を引っ張ったり、預をこずレたり

するりです。それも素知らぬ顔でするのて寸。このようなことが度重なり、いつか大声をあげ

たのですが、かえって私が桂女らにいたずらをしたということになって、先生にえらく叱られ

ました。それ以桂、女のひとはお姫さまのような顔をしてレても恐いものだという考えが定着

しまして‘これは成人になるまで尾を寺 Ie 、たように思います。
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九大時代

“学生実験"

太平洋戦争中の暗い時代、それに続く終戦後の混乱した時代はそれなりに思い出も色々とあ

りますが、あまり楽しいもりは浮かびません.しかし、この時代は物質的にも精神的にも耐え

ることが余儀なくされた時でして、極限の状況に耐えたということは色々な意味で生きること

への執若と自信をつけたように思います。

終戦の混乱のさめやらぬ昭和23年に九大理学部の化学科に入学しました。九った理学部は東

北大と違って歴史が設〈、戦時中にできた新l-\学部でした。理学部としてのまともな建物は

なく、講義室も実験室も農学部から借りた平屋のポロ校舎でした。昭和23年に化学科に入学

した15名のうち約竿数が海軍、陸軍からの恒員軍人で海軍大尉もしましたし、結婚してすで

に子供が二人L る人もいま Lた。グラスの平均年齢は官、より 4、 5 才上だったと思います。

学生実験の試薬等は大変逼迫してL ましたが、先生方のご努力により当時としては割に恵ま

れた状況てせ芋生実験ができました。学生実験の実験台はアイウエオ順で私と共有したのはO氏

Cした。。氏は先ほど述べた海軍大尉で、私とは10才ほどはなれてもまして指噂教官。助手

の先生より怖し存在でした。この人は学生実験にはほとんど出ませんで、たまに顔を見せると

“伊藤君、やって L るカ・担 、よろしく頼む"と言って，<帰ってしまうのです.よろしく頼

むというのはデ タ を頼むと言う意味です。こちらは蛇ににらまれた蛙のようなもので、た

だ“草知しました"と害えるのが精一杯でした。データ一作りに二人分の実験をしなければな

らなL のですが、ぞれはあまり苦にはなりませんでした。当時は企も娯楽もなく、時間1漬しに

はよか勺たて・すが肢がへるにはこまりました。しかし海軍大尉はときどき貴料を差し入れてく

れ大変助かりました。あとで知勺たのですが、この海軍大尉は閣で大儲けしていたそうで、大

学にも芸者ゃから通ってL たという噂でした.

"量子化学入門、今西先生"

こんな風で大学というても当時の社会の混乱をそのまま反映したもりであまりアカデミッグ

な雰閤気はありませんでしたが、』生t費節は大量、充署していたように思います。いまでは想像で

きな L かも知れませんが、当時靴は貴重品でとてもわれわれの平には入らず、みんな下駄ばき

で畳校してレました。教授の先生方も l司憾で下駄ばきで講義をしていましたa 教曜の上をさ長く

たびにゴトコト音をたて、暖かい日には先生の講義と下駄の昔があいまって心地よレ眠気をさ
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そ勺たもりです。乙のようななかで今西直先生と L 巾物理化学の先生だけはL つも L 、し!靴をは

L ていまして‘この先生は金持ちなんだな と思いました。あ止で知ったのて寸が、戦前に大

阪に今西財閥と言うのがありまして、そこの娘婿だったのです。しかし、靴以七にこの先生の

講義に大変興味をもちました。講義は量子化学でした。それまでは熱力学を中心とする物理化

学ばかりだったので原子、分干の世界、それを支配する量子力学は大変新鮮で強烈な刺激でし

た。しかし残念ながら内容はさっぱり分からな c 'のです。熱力学も分かりにくいですが、とに

かく r グロの世界のわれわれの体験にもとずいてレるので納得できます。しかし量子)J学は目

に見える形で体得することが難しいところに問題があるわけです。講義には量子力学の裏付け

とし亡スベクトノレと L うのがさかんに出てくるのですが、このスベクトルというのがまた骨か

らないのです。だレぶ後にな qて水葉原子のバルマ一系列や空気の放電のスへグトルなどを見

て、や勺とその実態を知ることができました。とにかく‘今西先生のおかげて・畳子化学という

学問骨野の存在を知り、分からないけれどもや勺てみたL という気になりました.それで 3

年の卒論研究ではためらわずに今西先生の研究室を選びました。これが量子力学、スベクトル

とのつきあいの始まりで、そのつきあいがそれ以後40敬年も続くとは知る由もなかったしだ

いです。

“英語、アルコール、乾板"

今西先生の研究室に卒論研究て'入ったのはよいのですが、その研究室には今西先生と中学出

の車務官が一人L るだけで先輩の学生は誰も L な L のです。その年(昭25~ト)在、を含めて 3

名が入りました。当然のことながら、なにヵ、らなにまで今西先生の直接指噂で、ハ γダ1'1 け、

分光器の取担い.現像.はてはシノゃパラの作り方まで手ほどきを受け、研究室の輪講も先生と

1 ， 3 でやることになります。輪講は Pauling のベンゼンの原子価結合理論， Meyer-Sklar の

反対称化骨子軌道理論などの原論文をやって L まして、われわ札事生が順繰りに英語を読んで

解説をする方式でや勺ていました。今西先生は戦前にプリンストン大学に留学されていた方で

英語の達者な先生でした。-);、われわれは戦時中の英語排斥司教育がたたって英語がからき

し駄目なのとす。 Pauling の論文に island と L う概念が出てくるのて川すが.英語)JのなL 私は

アイスヲントと読んでしまったのです。この時はあまりのひどさに今西先生は憤然と席をたっ

てしまわれました。且は先生が怒勺た理由が骨からずキョトンとしていたのですが唱あとの二

人があれは s を尭苦しなt のだと言われてやq と骨かったしだいです。そうすると、今度は別

の日にあとのこ人のなかり一人が輪講にあたりまして、この時 occupied というのが出てきま

し にこれをオカビ トとや勺てしまったりです。この時も先生は席をた勺てしまいました。

こんな風なわけて北大はなんとか卒聾し、今西先生のおかげで助手として研究室に残らせて

いたたきました。当時、大学院特別研究生という制度があり奨学金もなかなかよかったのでそ
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れになりたかったのですが‘就職難。時代に就職できただけでも大変有り難いことでした。 L ‘

までもおほえてしますが、昭和26年に助手になったときの最初の給料が4000円位 C した。こ

の最初の給料で Herzberg の Infrared andRamanSpectra と L、う本をかし、ました。この本は 13

ドルで当時の 1 ドル 360 円の換算だと給料を全部はたいても足りなかったのです。しかし、こ

の本は今でも座右の出として大事にしています。

一応、こうして助手になりますと、今西先生は学生の直接指噂からは手をひかれ‘卒論研究

の学生の指導も店、がやるハノになりま Lた。なにしろ大学を卒業したばかりでまだ研究とはな

んぞやと L うことも全然分からない 21 ‘ 2 才の青二才に卒論の研究指導までやれというのはち

ょっとムチ十クチャな話ですが、これも早く自立するようにとしづ先生の深慮によるものだっ

たと思います。まさに金と物は出すが口は出さないと L う、徹底した放任主義でした。だだ L

つも言われたことは“重箱の隅をつつくような事はやるな'ということでした。論文を苫いて

もってゆきますと.英文ヵ:全部変わるくらい手を入れてしただき、内容についても L ろしろと

指示をいただいたうえで、共著者としてあげた今西先生町名前に俸を引いて、君らの名前だけ

む出し給えと L 、う具合でした。陸年、自分がおなじような立場になった時、このように割り切

った態度をとれるものではないことを痛感し、改めて今西先生の障大さを知勺たし泊、て寸。

とにかく、こう L 、うわけで新米の助手は大部分が自丹よりも年上の卒論学生の而倒をみな〈

てはならな L、ことになりました@相手は年上でなかなかこちらの宮う事など聞い、てくれず、な

だめすかしてお願いしながら実験をやってもらうといった具合でした。溶媒として使うエチル

アルコールが一年分として小量ながら各研究室に配給されてレました。これは溶液の電子スベ

クトルの測定に究かせないもので、一年間これでなんとか食いつないでゆかなければなりませ

ん。ところが棚に保管してレたアルコールが見る問に蒸発してゆくのです e 調べてみると、卒

論学生の一人が夜な夜な飲んでいることがわかりました。ある晩、現場を見つけ“飲まないて e

ください"と注意したところいきなり胸ぐらをつかまれ、“おまえは生意気だ。外にでろ"と

いっ τ真暗な外に連れ出されました。三つほど年上のこの人に殴られることは宜悟していまし

たが、意外にも素直にあやまって解肱してくれました。そのあとこ町学生とは大変うまくゆ

き、親友になりましたが‘卒業後教年して四国で亡くなりました。惜しい男でした。このこと

が一つのき勺かけとなり、年が上でも言うべきことははっきり言レ毅然とした態度でのぞまな

くては L 、けないこと、へんに遠慮して卑屈な態度をとるのは絶対によくないことを知りまし

た。こうして卒論学生の指導にもやっと自慣がもてるようになりました。

一方 J!J J王手の du 吋として一般の学生実験の指埠があります。私の担当は水素のバルマー系

列とか四題化炭素のラマンスベクトルの測定でした。当時はもちろん光電抑 l光なんていう便利

なものはなく、もっぱらスベクトルは写真法でとって L ました。まずスベクトルをとるための

ガラスの乾粧を真崎閣の暗室のなかでカセ 7 卜と L ウ乾板入れに装着します。このためには、
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乾肢の裏表を確かめて、カセットにあわせてガラス切りて'切らなければなりません。これをす

べて手探りでやるのて寸から大変です。このような燥作を陪室の中で文字どうり手をとって教

え、とくに裏表を間違えずにカセットにキチソと入っているかどうか企には志を入れるように

指示します。ところがあるグループの学生の実験のとき、何度やっても現酷したスペクトル乾

板が真っ黒なのです。これは元の乾板がはじめから感光しているのだと思い、新しい乾板を与

え実験をさせたのですが、結果は同じでまた真っ黒なのて'す。不思議に忠L 指示どうり ιゃっ

たのかどうか問いただすと 間違いなくやってレるのです。‘おかしいな F と言っていると.

一人の学生が“先生が;ftをおすようにと言ったので、きちんと入っていることを確かめるため

カセ γ トのシャッターを聞けて確認した.と言うのです。たしかに γャッターを聞けて乾板に

手をふれてたしかめるのですが、この男は暗室の電灯をつけて目で見てたしかめたというので

す。これには]I]!然として言葉もありませんでした。肢がたつやらおかしレやらどうしようもあ

りませんでしたが、寝際にこのような馬鹿げたことがあったのです。曹に愛すべき芋生だった

と思います。

“ピラジンの吸収スペクトル"

いままで研究の話は主然しませんでしたが、当時われわれはベンゼ γをはじめとする芳香族

骨子の気体の吸収スベクトルの研究をしてL ました。とくに、気体升子の電子スベタトルをと

って、スベクトルにあらわれる振動構造を解析することによって励起電子状態の性質を調べる

といった仕事でした。これらの研究のなかで最も印輩深いのはビラジ γというペンゼγの相対

するこつの炭素原子か望紫に置計りフったものて寸。望葉原子には lone pairorbital があり、

これに二個の lone pairelectron が人って L ます.これらの orbital や electron は窒素原子に局

在しており、ピラジンの二つの窒葉原子はかなり離れているので orbi 回l 問。相互作用は小さ

L 、と考えられてレました。この点は骨干主体に非局在化してレるパイ orbital と対照的です。

lone 凹ir orbital 間の相互作用は分干の電子構造の理解に本質的な問題であり、ピラジソは問

題解明に最適の分干と考えられました。幸いなことに、九大の一年後輩で長崎大学にいた古石

君が合成したピラシンの試料を提供して〈れました。これを用レて気体の吸収スベグトルをと

り詳細な娠動解析をおこない、二つの lone pairorbi 阻l 間の相互作用について研究しました。

その結果 この相互作用は非常に小さく、二つの orbital はほぼ独立であるという結論を得て

発表しました。ところが後年、 λベクトルの解釈に誤りがあり、この結論は正しくなし、ことが

分かり振出にもどりました。その後、この問題は理論、実験の両面からさかんにとりあげられ

ましたが最終の結論を得るには約 35 年を要しました。最近になってわれわれの研究室の藤井

正明君がこの問題に新しレ角度から迫った結果、この相互作用は非常に大きく、そのエネノレギ

ーは 10000/cm- 1 t·こも達することを明きらかにしました a この結県は lone pairorbital を有す
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る骨子。電子構造の理解に本質的に重要なもりです。 35年前にill した結論とまったく異なっ

ていますが、品初に問題提起したものとして、自分らの手で最終結論を得ることができたこと

に満足しています。

“留学"

1960年から1962年にカ叶てアメリカのウイスコソ γy大学に博士研究員として留学しまし

た。当時、アメリカと日本の格差はあまりにも大きく、アメリカの豊かな国土と社会をみて、

正直のところ‘自分が生きているうちに日本がアメリカに追L つくことは絶対になし、と思って

L 、ました。且るもの聞くものすべてが新し〈、私にとっても家内にとってもアメりカの自由を

満喫したかけがえのない 2 年間でした。家内はL、までも自分の故郷はマシソンだと思い入れ

て L ます。しかし当時、いったん日本に帰ったら二度とアメリカにくることはないであろうと

思っていました。それで、この限られた即l聞に見るべきものはみ、会うべき人には会勺ておこ

うということで、アメリカ中をグレイ，、ウンドバ 3えで駆けめぐりまLtι 無名の私が大家の先

生にアポイゾトメントをとり会いに行くのですが、ほとんどの先生が大変気楽ιむかい入れな

にかと親切な計らいをいただいたことは非常に感滑|すると同時に、アメリカの社会の包容力の

大きさを身をもって体得したしだいです。こり時に得た数多くの知己は現在t口、たるもわれわ

れのかけがえりない財産になっています。 2 年の留学を終え帰国するとき、再びアメリカを見

ることもないであろうとレう怨，.で、家内も官、も万感胸に迫るものがあったのを覚えていま

す。

“助手13年"

1951年(昭和26年)に助手になってから、途中 2 年聞の留学を古めて、都合13年間九大の

お世話になりました。この間は朝鮮動乱以来の貯景買で、新制大学の新設や学部の鉱張などが

きかんだった時期でした。いまでは助手13年なんてのはザラですが、当時は大学の新設や拡

充にともなって目的手から助救援になるチ 4 ン λはかなり恕まれており、私。同僚も大体10年

以内で昇進するのがきbか今たのです。 1弘はそういう流れから取り残されて、九大理学部化学科

はじまって以来の畳も水L 、助手になりました。こうなると人間とは悲しいもので、それまで親

しかった昇進した同僚がたまに誰室にきても駄目助手の部屋のまえは紫通りして助教授や教世

室に直行するのです。なにか地位で人間も変わうてしまった感じなりです。これはこちら0ひ

がみだと思うのですが、曹につらいことです。しかし、この時のつらい思いは自分には大変た

めになり、同じような境遇の人遣の心情が非常によく分かるのです。人問、その時点、時点で

の地位。差などで人間の価値を律するべきでは絶対にないということを教えられました。おE

い、少なくとも相手の痛みが分かる人間でありたいと思います。
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留学から帰つての 2、 3 年はこのような意味でつらし時期でしたが.それはまた新しい研究

分野への挑戦の時期 C した。アメリカにレるときから骨子間力に興味をもつようになり、分子

間 }J研究の新しい手法を確立したいと思ってし、ました。アメリカから帰ってみると研究室の宮

間気は一変しており、官、と一緒にやってくれる宇品もなく、企も装億もなしまったくの一人

でやらざるをえ t!C 、状況でした。古いヲマソ分光器が-f;遊んでいましたので、 Lれを使勺て

骨子性結品の骨子間力をやろうと決心しました。結晶の骨子問力は低振手VJ教の栴子振動に直接

反映されます。したがうて、 ζの裕子振動を観測することによって直接骨子問力を知ることが

できるはずです。それにはラマンがよレ、しかし、通常白方法では弱レ低振動のラマ γ線は強

L レイレイ線にかくされて観測できません。しかし結品を極低植にすればラマン線が鋭くなる

ので低僚動のラマンも観測できるかもしれないと考えました。それで液体へリウム温度で結晶

のラマソを測定する装債をつくりひとりで実験を行いましたa 軒l一番のパスで行き、宿直をた

たき起こして教室の玄関をあけてもらい、夜は最終バスで帰るといった生活が 2 年杭つづい

たと思します。日脳、休日は手まわしのタイガ 計算器という鉄の塊のような重いものを家に

持ち帰 1 終日、脇子振動の計算をやりました.おかげで研究は思った以上に進展し、単独名

で 2 ヶ月に一編ぐらいのベ スで]. Chern. Phys に発表しました。 L まから思うと全くグレ

イジーな時期だったですが、これも駄阿助手の執念みた L なものだったと思います。

この苦し L 時期に、近 L 人よりむしろ遠しと考えていた多く白人から励まして L ただきまし

た。なかむも忘れられないのが 1巨大の森野米三先生です。森野先生は日窓におけるラマ γ分光

学の先駆者であり 水島三一郎先生とともに回転異性体の研究であまりにも有名な方です。こ

のような大先生から励ましり言葉をかけてレただき‘さらに研究の解説記事をある雑誌に寄稿

するようすすめて L ただきました。森野先生のこの励ましが当時の私にとってどんなに刀にな

ったかは言葉では冨いつくせません。

駆け出しの背ニ Jにとって大先生からほめられるとし、うのは、これほどうれししものはあり

ません。それは若いものに自信をもたせ、さらに商張ろうという気力を奮い立たせるもので

す。それは声をかけた方が考える以上に奮い立たせるものです。 ζ のような体験から、若い人

は大いにほめなければいけないと思うようになりました。なかには人をほめると自分の相対的

地位が下がると思っている人がし、るようですが、これはまったく馬鹿げたことて戸九人をほめ

ることで得する ζ とがあ勺ても損する乙とは絶体にないのです。しかし大学の先生にはほめる

ことで自分の権威が佼されるように錯覚している人が多いのは般企です。抵は若 L 、人にはたと

え思 L ところがあっても、ょいところを見つけてそれを大いにほめてやることが大切だと思っ

ています。しかし本人が充分に成長したならば、ほめると同時に批判を加えてゆく ι とが必要

です。というのは、ほめるだけでは天狗にして台無しにしてしまうからです。
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東大時代

"長倉先生に拾われる"

いろいろと励ましがあっても助手を 13年もしていればやはり段々〈さってきます。 13年目

になって もう日本では駄目そうだからアメリヵで職を見つけたし、と真剣に考えるようになり

ました.ちょうどその頃、東大物性研の助教援に決まったと Lづ長窟先生からのお電話をいた

だきました。当時、長倉三郎先生は物性研の分子部門の教授で、分子の電子状態研究の世界的

権威としてご活躍でした。先生はその後、分子科学研究所の所長を務められ、現在は総合研究

科大学院大芋の学長として活閉されており、文化勲章をはじめ数々の栄普を受けられていま

す。助教授のポジションは公募でしたが、 1弘は長1量先生に拾ってレただいたと思っています.

当時の私の研究は骨子結品の格子振動であり 長倉先生の専門とはかなり違っていました。そ

れにも拘らず採用してレただいたことは先生。大きな包容力によるものでした。とにかくこの

時ばかりは今までの辛かったことや苦労がいっベんに吹き飛んだ感じでした。こうして、

1966年(昭和叫年) 1 月から東大物性研での新しい出発がはじまったのでしたa

“レーザーとの出合い"

骨子性結晶のラマソスベクトルり測定には専ら光源と Lて水銀灯を使っていました。 1960

年に発見されたレーザーはヲマ γの理想的な光源であると聞いていまして、九大にLι時から

レ ザ を使いたいという願望をもっていました。しかし、実際にレーザーなるものにお目に

かかり、それをヲマンの光源として使用することができるようになったりは長賞研に移って

l 年ほどたった頃て'した。

1966年の終わり頃、東大理学部の島内武彦先生から日本電子という会社でレーザーを試作

している。ついてはその使い道について相談にのってくれなL 、かと L 、う話がありました。渡り

に船とばかりに飛びつきました。会社で試作したのはアルゴン νーザーでした.現在のアルゴ

ンレ ザ からみると幼稚なもので、カ・ラス細工の塊に真空ポンプがついたひよわなものでし

た。しかし、それから出るー僚の緑町光線の斐しかったことは今でも忘れることはできませ

ん.アルゴソ νーザーの4田oA 線を用いて四塩化炭素のラマソスベクトルを分光情を通じて

見ると、なんとラマン線が蹄いて見えるではないですか。ラマン線は長時間乾板に露出しては

じめて見えるもので、直接日で見えるものではないと信じていましたので、これには本当に驚

きました。多少大げさですが人生践を変えるような出来事でした。それからはレーザーによる

分子性結品のラマンの実験をさせてもらうために会社に入り置りになり、給料を頂いている物
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性研の方には大~ ， t;こ不義理する結果になりました。このような生活が 2 年ほど続L たと思い

ます。この間長企研の幼教筏としてやるべきことも満足に果たすこともできず、長倉先生はじ

め研究室の皆さんには大変ご迷惑をおかけしました。とくに長宜先生にいただt 、た暖かい寛大

なお計らいにはお礼の言葉もありません。このような皆さんのおかげで、研究の方は而白しよ

うに進み、研究協力者である日本電干の備山達君(説、日本パイオ ラットラボラトリ ズ

K[(、研究室長)、大学院生の鈴木正干さん(現、昭和大学教聾部助教綬)とともに普段夢中

でやりました。今でもこの Z 人は官、の戦友という電持ちが非常に強L のです。

レーザーによる結品の研究で最もインパクトがあったのは ナフタレンの単結品の偏光ラマ

yだ .....t..; と思います" 100/cm-1 以下の低振動敷町格子振動ヲマソ線が明瞭に分解され、偏光

の組み合わせによ勺て 'i:の強度関係が苦しく変わるのは大変印象的でした。この仕事はその後

世界的に高まった偏光ヲマンによる格干振動の研究町口火をきったかたちとなりました。

。。ベイルート"

骨子性結晶の偏光ヲマンι関する一連の研究が評価された結果と思いますが、 1968年にベ

イル 卜町 Ameri田n University で聞かれた骨子性結品についての小さな国際シソポシウムに

招待され出席しました。ベイルートに到着した夜、ホテルの前で暗殺事件があったりしました

が、まだ平和で、紺訟の地中海と真白な雪におおわれたシリアとの国境山脈の附に広がる小パ

リ と言われた街並、オレソヂがたわわな郊外は本当に美しい所で、研究に対する121評価もあ

L 、まって官に棄しか内たことをすiえています。テレビ等で現在の荒廃したベイルートを見るに

つけ胸が摘みます。

‘物性研忘年会"

東大物性研は英語で Institute forSolidStatePhysicst.I.、うように間体物理の研究所で物理

系が主で化学系が少しついてトます。当時、教授、助教授主部あわせて 40 名位の規模で、教

照会は所員と Uf ば1lる教授、助教綬で構成され所員会と呼んでいました。年末には所員会の忘

年金をやるのが慣例でした。なにしゐ六本木町中心にありますので企さえ出せば会場はよりど

りみどりです。物性研に入所した 1966 年の忘年会は名前は忘れましたが六本木のかなりつたき

な割烹料亭で行われました。おきまり通りに所長の挨拶、乾杯に始まって会が進行したのです

が、大童静かな会でお通夜みた L 、な感じなのです。九州では忘年会といえば揖礼撲で歌や踊り

で慮り上がるのですが、どうも様子が全開直うのです。これはひょっとして新入りがなにかや

って、それから盛り上がるのではなトか。そうすると新入りであるわれわれがなにかやらなけ

れば会は J並行しないのだと思ったのです。その年、所員として入ったのは 3 名いまして、在、

が 1 月、あとの 2 人はたしか 4 月と 8 月です。そうすると 3 人のなかで私が盈 WI にやらなけ
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ればならないと思勺たのです。そう考えるとこのお通在りような曹樹気はもっぱら官、のせいで

あって、私がやらないので皆んな菌感しているのだと思し込んでしまったのです。それで勇気

を出して立ち上がり、これしか知らない勧黒田節"をやったのです。それは非常に受けました

が、仇これは物性研開閥以来だ・と嘗められているのかたしなめられているのかさっぱり分か

らない言葉を所長からいただきました。あとに続くと思い込んでいたあとの 2 人は知らぬ顔

でして、この時はじめて“しまった"と思いましたが後の祭です。要するに東大の先生方は忘

年金であろうとそんなはしたなレことはしなレのであって、つまるところ車は田舎者という事

を証明したことになった次第てーす。

このようなわけで次の年からはお通夜のような忘年金でおとなしくしていましたが、東北大

への転出が快まっていた1969年の盈後の忘年会で、自分自身でけじめをつけるつもりでもう

一度やりました。その時ゃったのが明治天皇の奥さんであった昭置皇太后がつくられた時の記

念日の歌でしアょ。“金剛石も暦かずば王の光もそわさらん。人も学びて桂にこそ、真の噂くは

あらわるれ"“時計の針の絶え間なく巡るがごとく人の世も日影惜しみて励みなば、 L かなる

事をか成らざらん"というのをやったりです。これも開閥以来 2 度目という事で受けました

が、私はこれでス γ 卜しました。聞くとよろによると、その怯の忘年金ではこのようなことも

なく、結局私が最初で最後だったようです。

この時の反動でしょうか、東北大に来てからは研究室のコンパでは大いに飲み、歌レ、踊る

ことを奨励しまして、忘年会やお花見で新入りがなにか芸をやる事は duty として課してレま

す。発散する時は大いに尭散した方が精神衛生上ょいと信じてします。しかし時々行き過ぎて

収恰のつかないのには困っています。

“ある日突然"

人問 先の事は干測はつかないもので、九大ι居t私が東大に替るなど想偉だにしなかった

のですが、そうなってしまった。物性研の助教授は大変居心地がよかったのですが、レつまで

も助教授でしるわけには行かな\. L、しづれは外に出なくてはならないと思っていました。誰

しもこれからどうなるだらうというのは大変気にかかる事です。特別な理由はないのですが、

その頃なんとなく転出先として 2 つの大学に憧れて L ました。 1 つは九州は宮崎の宮崎大学、

もう 1 つは10梅道の帯広畜産大学としう所です。後者は当時助手だった吉原経太郎さん(現、

分子研教綬)が慣れてレて私もその影響をうけたものです。いつれも東京から遺くそれぞれが

日本の端っこに位低したかなり不便な所で、両方ともなんとなく土の匂Lφ、してゆったりして

いると L寸所が共通してレます。ぢゃー具体的にこれらの大学の何学部のどニを希望するのだ

と聞かれると困ってしまうのですが、受け入れてくれる所があるかどうかなどは全然念頭にな

いのです。このような、とりとめのない想いをもって毎日を過ごしていましたが、 1968年の
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事れもおしつまったある目、突然東北大学理学部化学科主任教授。小泉正夫先生からお手紙を

いただきました。小泉先生はF理論化学講座の教授で日本における光化学研究のバイオニアだっ

たりですが、東北大を退官されたあと 2 年ほどでお亡くなりになりました。手紙によります

と、貴殿を量子化学講座の安積宏教授(安積徹教授のお文さん)白後任として決定したので

度仙台にお越し頼L イJ、というものです。まさに晴天的へきれきで、頭が混起し、事情を理

解するのに大分時間iがかかりました。当時は教J段は公募制ではなく、化学教室で全国的に適当

な候補者を物色して決めるというやり方をしていたのです。ですから当人の私は知るわけがな

いのです.いづれにしても東北というのは私にとって全〈の盲点でした。臣、は九州育ちですか

ら、東京に居ましても園町方へ目が移ります.北の方ではさきほど帯広がでてきましたが九州

のような南国育ちのものには北海道は向かローでr'/がある感じが Lて憧れるものがあるのです。

しか L東京と北梅道の中聞の東北については気にした事も考えた事もないのです。

いづれにしても折角のお話なので、一度仙台に行って詳しい話をお聞きしようと L 寸事で、

クリスマスの 2 ， 3 目前位に仙台正行きました。当時は特急の「ひばり J で 4 時間の旅です。

この列車 E私と隣り合わせに同席した中年りご婦人と世間話をしていますと、この方は仙台に

近いどことかの港に住んでいて、そニは魚介類が豊富で1000円も山せばアワビがハケツ一杯

口えると L うのです。私はアワビヵ:好きなので話半分にしてもなかなかよさそうな処だなーと

思った次第です.仙台駅に暗きます主化学科の主任の小舟先生と化学第 2 芋科の主任の凶宮

先生が迎えにこられていましてH 平田キャンパスに案内されました。私はまだお申し出に対し

て返事はしていないのですが、お 2 人ともそんなことにはお構い無しに具体的にドソドゾ話

を進められ、 ζれから教授 同による歓迎会をやるから来いというわけですロ仙台駅前のピル

の最上階のかなり大き L 中華料理屋に案内されました。それが“東北大飯店"と L うのです。

東北大は金研をはじめすごいと店、っていましたが、飯店までもっているとはすごいな と大い

に感心したものです。そこで化学科の教慢の先生方に紹介され御馳走までして歓迎していただ

くとまさかまだ決めてしませんなんてしえなL まま帰京しました.こうしてアワビと中華料理

でなんとなく仙台に来る仕第になったわけです。しかし 点大での事情もありまして、世任は

ほぼ 1 年遅らせていただき 1970年(昭草刈5年) 1 月 1 日に正式に東北大に島る事になりまし

た。
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東北大時代

“量子化学研究室"

1970年(昭和45年) 1 月に正式に東北大に魁任しました。仙台は企べ物が安くてうまく、

住宅事情もよく住みぞすい止 L うことで大いに期待していました。はじめは単身赴任で、ある

お屋敷の一室を間借りしましたが、入居したあくる朝、水道の蛇口が凍結して水が出ないので

す。しかたなく顔を洗わずに大学に行きました。今度は夕方適当な所で食事をして帰らうと一

番丁に行ったら、まだ夜の 7 時前とレうのに大部分の店がしまっていて食う所を探すのにー

苦骨しました。こんなことは東京はもちろん九州でも考えられないことで、一体仙台とはどう

なっているのだるうとしうのが偽らさる印盤でした。デパートでは女子店員の愛想は悪〈、大

学では用務員のおばさんの言う事がさっぱり分らないし、本当に生きていけるかどうかすごく

不安でした。

一方、片平の化学教室町量子化学研究室は、学園紛争中解放区になっていて、セ、ナ一室は

常時学生が寝泊まりし、炊事までやっており、嘆験室には目ぼしい物はほとんどなく、芽rさん

の表現に上れば穴ぐらのような所でした。正直な所、これはとんでもない所に来たな と思い

ました。何から手をつけてよいか分らず、私の来る 1 年前から助手になっていた三上直彦さ

ん(現、東北大理学部助教綬)、それに 2 ， 3 の大学院学生と研究室の運営、研究テ マ等に

ついて教綬室で相談しました。“まあ 一杯やりながら話し合おう聞ということで、前の晩に

買ってあったサントリー レッドの大瓶を取り出して皆んなにすすめたのですが、皆んなけげ

んな顔をしているのです。“飲まないのか"と尋ねると、‘L 、や←飲みます"といって飲み始め

たのですが、後でまさヵ，fj(授がサントリ レッドを飲んでL るとは思わなかったということ

だったらしいのです。要するに学生でも飲まないレッドを歓んでいるとレう事で大いに同情さ

れたわけです。こちらにしてみれば学生時代のトリスと L寸舌にピリグとくるウイスキーから

はじまってよりましなレッドに至っていて、これでも大骨密沢になったとしう感じをもってし

るのですが、学生のスタンダードは、はるかに高かったのです。

f固と言えば、こちらの連中の飲む量には驚かされました。蒋び茅さんの表現によれば、“人

1開業ではな L ."ウワパ、なのです。最lIJの年のお花見を三神峯でやったのですが、学生連中は

とめどもなく飲むのです。酒がな〈なって何回売店に通ったか覚えていません。あげくのは

て、ある者は〆ウンして宮、の家にかつぎ込む始末ですロその後この務花狼籍のお花見のハター

ソが定着しまして， 20年以上続き今日に至丹ています。今年からはノ マルなお花見に戻る

ことができそうです。
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えらく脱線しましたが、研究室の話に戻ります。来たばかりの時、fL、が感じたのは研究室が

全体的に暗いという事でした。 ζれには大学紛争の影響もあったと思しますが、この陪さを払

拭しなければどうしようもないと考えました。そのために色々な事をやりましたが、あまり効

果はありませんでした。実は当時、理研の長倉研にレた茅幸こさん(現、慶応大理工学部教控)

に助教授として来てもらおうと考えたのは、彼ならこの陪さを吹き飛ばしてくれるのではない

かと思ったからです。私の物性研時代には茅さんは理研の方の長倉研に居て、時々セミナーや

実験で物性研にくる程度でしたので、私とは特に深い付き合いはありませんでした.当時、外

車を乗り回していた独身族て'物性研の貴公子などと L 、われて L ていつ結婚するか皆んなり関心

の的でした。しかし物性研でD風来は貴公子にはほど速く、薬品をひっかけたのか穴だらけの

昇れセーターを若て.物性研の 4 階町長い廊下を頻繁に行き来するのです。この 4 階には長

倉先生の部屋をはじめ所員の居室が並んでいるのですが、長倉先生の隣の柿内先生という方の

部屋の前に来ますと、必ず飛び上がって中をのぞき込むのです。所員室の廊下側は少し高いカ

ラス窓になっているのて寸。のぞきの目当ては、そこに後D茅夫人が居たからです.こうして

頻繁にのぞき込んだかL、があって、たしか間際空化会館で結婚式を挙げ、輩、も御招椿にあづか

りました。その席で、興さんの方の来賓のある御婦人が挨拶され、茅さんが輿さんを強奪した

ような話をユ モアを込めて話されました。この話しはまた茅さん自身のユーモア性を示した

ものでした。芽さんのそなえた明るい性格とユ モアが盈干化学研究室にとって最大の特効薬

であると考えました。それで長倉先生にお願いし、それに応じていただいて芽さんが助教授と

して来ることになった次第です。もちろん、明るさとユーモアだけでなく、芽さんの研究者と

してのすぐれた業績と能力を高〈かったからです。仙台に行く事を奥さんに告げた時、奥さん

が泣きだしたとレう話はあまりにも有名です。とにかく、茅さんが研究室に加わったことによ

って研究室は見違える位明るくなり、お互いに冗談を飛ばしながら本音を言うという大変よし、

ム ドが生まれました.この意味で芽さんの参加は明るい研究室の建設に計り知れない貢献を

したと思います。

1971年(昭和46年) 4 月からは、東大物性研で博士課程を終えた宇田川康夫君(況東北

大科学計測研究所教授)が助手として加わり、伊藤、芽、三上、宇田川の陣容で新たな研究室

の建設に乗り出しました。

"共鳴ラマン"

骨子性結晶の格子振動の研究には、もっぱらヲマンを研究手段として用レました。ヲマンが

二光干過程の典型であることは認識していましたが、東大物性研時代までは分子.結品。振動

エネルギーを知る手段としてのみに終始しました。二光子過程としての最大の特徴は初期状態

と最終状態を結びつける中間状態。存在であり、それに由来する共鳴効果があることです。特
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に分干において励起電子状態が中間状態と Lて重要な役割を担っており、入射光エネルギーが

これらの電干状態に近づけば共鳴効果によるラマン線強度の著しL 増大が期待されます。した

がって、ラマンで面白いのはむしろ強度であり、強度から分干の励起電子状態の情報が得られ

ることです。強度と励起電子状態の関時については、すでに Albrecht が1961年に化学者に分

かり易い形で定式化していましたが、当時はラマソ研究が世界的に畳も冷ぇ切った時期であ

り、あまり注目されませんでした。レ ザ が出始めてこの論文は徐々に注目されるようにな

って L ました。

このような時代背景の頃、同70年に東北大に移ってきました。丁度大学紛争の終期で研究

室は荒廃し、使える分光装置はなく、予算もないという無い無L つくしでしばらくは途方に暮

れてL ました。しかし幸いにも大変優秀なスタップを臨めることができました。理研から芽幸

こさん、東大から宇田川康夫さんおよび東北大出。三上直彦さんです。皆んな電子状態の実験

車でそれぞれ異なる研究キャリヤ を有していましたが、それにはこだわらず何か新1..-，事を

始めようと決心しました。しかし、何をやるにも先立つものがありませんa しかし理研にし、た

茅さんが、理研の長金研で作ったような手製の窒素パルスレーザーならばなんとかなりそうだ

ということです。早速、ノ ハウを教えて貰L 手製の窒紫 ν ザ を作りましたが、レ ザ

管の政熱りために沢山のアノレミの洗溜飲をぶらさげた γロモノで、チリチリという頼りない音

を出して発鑑 L、本当に使い物になるかどうか大変不安でしたロ墜紫レーザーの発振線は

3371A であり、紫外部に電子遷移を有する分子に対してラマン散乱の共鳴効柴が期待できま

すので、これを使勺た共鳴ラマ γが最初からのわれわれのもくろみでした。色々な検出装置等

もすべて自家製で、種々軒余曲折の末ヲマンの測定に入ることができました。曲がりなりにも

ラマンがとれるようになると 骨子によって色々と商白い共鳴効果があるよとが分かりはじめ

ました。その頃のわれわれの毛ットーは現輩顕著なものをねらうということで、あまり小さな

ことには目もくれず、もっぱら現象顕著を求めて上記教官 4 名が毎晩深夜まで夢中にやった

ものです。乙の問、研究室町大学院 宇部 4 年の学生は全くホァタラカシの状態で、桂らは

われわれのタレイジィ 慌りを見てあきれるばかりでした。今から思うと世らには申し訳なし、

ことをしたと反省していますが、当時のわれわれの頭は現卑顕著で一杯で彼らのことなと・考え

る余裕は全くありませんでした。しかし、ょくしたもので、その後われわれのグレイシ 4 一倍

りに影響されたのか、世らはさらに輸をかけたグレイジィーになってゆきました。

窒紫レーザーによる共鳴ラマゾ効果の研究で最も現象顕著な共鳴効果を発見できたのは、ピ

ラジ γです。ピヲジンのヲマソスベクトルを可視光の 5145 A のう tで励起してとったものと、

窒紫レ ザ の3371A でとったスベクトノレを比較しますと、ラマゾ線の位置はもちろん両者

とも同じですが、強度関係が全く異なり、とくに 925 cm- l の非生女州:振動ヲマン線が 3371 A

で著しく強度が増加しているととが分かりました。これは3371 A がピラジンの最低励起電子
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状態の n， rr*~，こ近接していることによる共鳴効果なのです。この共鳴効果から n ， tr*電干状態

と、その上にある π ，，*電子励起状態聞の強い擬電相互作用の存在が立証されたのです。ピラ

ジンをはじめとして、紫外レ ザ による共鳴ラマンを世界にさきがけて測定し、骨干のラマ

ン強度と励起電子状態の関係につレてある一定の評価を得たー述。研究ができた乙とは大変幸

せであったと思いま九 ζれは芽さん、三上さん、字国川さんに加えて、当時の大学院学生の

鈴鹿敢君(現、日本大学工竿部教授)、太田信広君(現、 1t 梅道大学工学部助教綬)、加古 (Jill!!

司討(境、丹子科学研究所助手)、阿部直道君(現、宮土通 K.K 開発本部課長)、高橋真知子

さん(現、慶応大学理工学部講師)をはじめ多くの}j々の御協 )J の賜でして心から感百 i して t

ます。この頃から世界的にも共鳴ラマンは花蹟りとなり.日本でも分子構造討論告の赤外、ラ

マン部門は共鳴ヲマン一色になった感がありました。今は色んな国出事会議や骨子構造討論会で

多くの白熱した議論が展開されたのが襖カし〈思い出されます。
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ナンシ一目フランス， 1985

油彩， F6 (1971 年のスライドを参考)



“ナンシ 、野副杯、芸者"

1972年(昭和47年) 7 月から1973 年(昭飛'48年)の 1 月にかけて、かねて招請のあったプ

ヲンスのナンシー大学に客員教疫として出かけました。この時期を選んだのは、共鳴ラマゾの

研究がやっと軌道にのり、また化学教室の背葉山移転て・研究会1中断されるためでした。青葉山

移転の大変な仕事を芽さんはじめ研究室の皆さんにおしつけて出かけることに後ろめたきがあ

りましたが、皆さんの御理解のおかげで約 7 ヶ月のフランスでの生活を家内ともどもエンジ

ョイすることができました。ナソシーはパリーの*約350 km<J)ドイツ国境に近い古い街で、

今世紀初頭町ア ル ヌ ポ の発祥の地として有名です。私はナソシ大学の物理教室に所

属していました。物理教室は中世の域のような組物で、油絵はその建物母屋上の鐘般から眺め

たナンシーの街の夕暮れです。学生の研究指導と週 2 回の講義でわりに忙しかったです。大

学では講義は英語で行ない学生を大ぶ悩ませましたが、大学から一書出ると彼らは英語を絶対

に使わないのでフランス語のできない小生や家内は大いに悶りました。しかし、研究室の連中

は家脹ごとでつきあってくれ、よし友人が沢山できたと同時に、(リーとは異なる中都市での

フランスの生活を満喫することができました。今考えるとナンシ の街のいたる所に絵の題材

となる光景がころがっており、あの時に絵を画く趣味をもっていたらとー今でも残念に思って

います.

ところで、ナンシ の話しの所で野副杯と芸者がなぜ出るのか不思喜重におおもいだと思いま

す。当時、量子化学講座は、高見湾、大空、太聞という名ヒッチャ に恵まれ野球が強く、前

年の 1971 年(昭稿 146年)には野副杯に優勝したのです.たしか研究室でのコンパの時だった

と思いますが、今年も続けて優勝したら芸者をあげて盛大にお祝いをやろうと言ったのです。

強いとはいってもまさか 2 年連続優勝することはないどろうと思ったうえでの肱言です。そ

して言った当人は.こんな事を言ったことも忘れてフラソスに行ってしまったのです。

ナン γーである目、茅さんから一通の手紙をいただきましずらその中に、色々 1llいてあった

あとに、“突は先日、量子化学講座が再び野~Ij杯に優勝しました。ついては芸者の件は如何な

るのでしょうか"とあったのです。これには本当に彦りました。その場はとりあえず仙台に

帰ったら考えると返事しましたが、 1 月に仙台に帰ってくる時は気が藍く、研究室に顔を出し

たら皆んなが一緒に“芸者を陶とコフシをあげて叫んでいる夢まで見ました。仙台に帰ったあ

となんとかしなければと思ったのですが芸者とりつきあいはもちろんありませんし、どうした

らよ L ・か分かりません。かりに料亭でやるにしても、 20人近い連中に芸者をあげてやればこ

ちらが破産してしまいます。結局は、この時は平謝りにあやまって勘弁してもらい、かわりに

でもないて'すが、当時いた長町の公務員アパ トのわか家で打ち上げ舎を盛大にやりました@

酔った学生どもが近所自家にまで侵入する始末で、翌日近所に平謝りにあやまりに彦りまし
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た。多分、芸者の望みがかなえられなかった不満が爆発したものと探く反省している次第で

す。

“Pimentel と芸者"

芸者r ちなんだ話をもう一つしたL 、と思います。 t974.年(昭和49年)頃t~ --.t.こと思います

が、アメリカ カルフ方ルニア大のパ タレ分校の Pimentel 教授が東北大を訪ねた事があり

ます。ご存知のように Piment 定l は大変立派な業績をあげた有名な物理化学者で、低温マトリ

ヲクス法、化学レーザー等で有名であり、また科学行政、化学教育にも大変貢献した人です。

非常に明る L 、ヤソキ の典型みたいな人 ε誰からも好かれましたが数年前ガソで亡〈なられま

した。

この年が彼にとっては最初の来日で、しかも羽田から仙台に直行しましたりで、仙台が来日

して初めての訪問地で Lた。仙台滞在中、作並温 J誌の岩松旅館に一泊しました。岩訟旅館には

広瀬川の上流にあたる渓流に商した有名な露天風目があり、当時は男女混浴でした o Pimenｭ

tel はζの露天風呂が大変気に入ったようでした。とこるで一風呂裕び t後の夕食て~ Pimen 匝i

が言うには“自分が読んだガイド ブックによると、日本式旅館の夕食時には芸者を呼ぶりが

礼儀だと思いているが"とレうのです。これには返事に窮しました。そのガイド ブックが間

遭ってし、て、とくにそんな習慣はないんだといってもよかったのですが、くどくど説明するの

はよして“このような閏告では芸者は available ではないんだ"とし、う返事をして、その場は

納得しました.彼の最大の関心は露天風呂て浩 L娘さんと一緒になる事のようでしたが、阿国

行っても出会わないので、私は深夜に行ったらチャンスがあるかも知れないと言ったら、真に

受けて深夜床を脱けだして 2， 3 回風呂に行ったようです。

ところで翌日、宿を引き払う時持ってきた勘定自きを見て、まづかったと思いました。勘定

苫きには Item の番号がついていて何番がし、くらと明細が苫いてます。たとへば 1 カ礼、くら 2

がし、くらとかです。そして、番号の内容が何であるか、たとへば 1 は宿泊代、 2 は税金といっ

たことが勘定型きの裏面に包レてます.目を通していると 14 番に至って芸者と笛いて L るで

はありませんか。しかも、ご丁寧に英訳まて ωっし、ていて、その項には Geisha とあるのです。

私は素知ら白銀をしていたのですが‘世は自分の勘定書きに目を過して、同じ事に気付きまし

て、 14 番を指さしながら私にウインクしたのです。その後、 2 人で大笑いしました。とにか

く野副杯。芸者とし、ぃ作並の芸者といい、私は芸者とは縁が薄いようです。

“外人、温泉、おでん"

1970 年前半頃までは研究室を訪ねてくる外人研究者の教は多寡が知れていましたが、 1970

年後半になって訪問者の数が急増しました。多い時は 2 週間に l 人位のベ スになりました。
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これはT度、分子科学研究所が愛知県岡崎市に設立された1975年と符号します。要するに骨

子研に招待されたり訪ねてきた外国人研究者のかなりの割合が仙台に来た車になるのて'す。芋

術交流がその理由の第ーであることはもちるんですが、どうもそれだけではなさそうなので

す。彼らのねらいの一つは岩松旅館の露天風日にあったようです。前節で Pimentel のことを

3きましたが、 Pimentel の弟子で同じカルフ靖ルニア大ノマークレ分校の教授である Bradley

Moore という男が(彼はいま化学教室の dean ですが)客員教授として分干研にしばらく家族

とともに滞在していました。 Moore は来日前に Pimentel から岩佐旅館の露天風呂の事をきか

されてレて、仙台に行ったら是非行きたL、と言うわけです.ある時、植と奥さんそれに 2 人

甲子供まで引き連れて仙台にやってきました。彼らり希望に応じて、岩松旅館に連れて参りま

した。当時は昼間だったら l 人300門位で露天風呂に入れてもらえました。男女混浴 Cすか

ら、奥さんともう I 人のお嬢さんはどうするのかなと思ってL ましたが、大変用意がよく、

着物を脱し・だ下は水着なのです。かくして其傑の男どもと水着を着た御婦人が同じ温泉風呂に

つかるとしウ、なんとも異様な光景になった故第て・す。

とし、うわけで Pimentel の宜伝がききすぎて、分子研に来た外国人の園内旅行のコースの l

つに仙台が組み入れられまして、われわれはセ γ セと彼らを露天風呂に送り込んだのでありま

す。風呂代 1 人300内ですみますので大変安上がりの接待で、しかも誼らにとっては最もエキ

ゾチ y クな経験で大変よる乙んでレました。作並温泉だけではすまず、蔵王の峨々温泉、秋保

温泉なども開拓仏教官がかわり番で案内しましたが、特に茅さんにはよく行ってもらいまし

た。随分湯でのぼせたのではなし、かと思います。盈近はあまり行きませんが、聞くところによ

ると、作並温泉も男女混浴ではなくなり、時間帯を設けて男、立が別々に入るようになったそ

うで、これで露天風呂の魅力もなくなったなと思います。

われわれが外国の大学を訪ねた時には、世らは自宅に招待するか適当なレストラソに呼ぶか

して夕食の接待を受けるのが首です。外国の研究者がこちらに来た時には、それなりのお返し

をしなくてはならないのは当然で、私は原則として家によんで夕食を共にするようにしていま

した。しかし、訪問者の数が多くなると、用意をする家内の負担も大変で、どうしてもある程

度、タ十で接待しなければなりまぜん。われわれには、外国の場合と遣って飲み貴いの接待費の

子算などありませんので、全部自腹になります。外人は肉が好きだからとしう事でステ キ屋

等に呼べば、日本ではえらく高しものにつくし、第一、彼らにとってはステ キは特別なもの

でもなく、値段がそんなに高いとは思ってレないわけです。したがって、世らの appreC13

tion も払った値段にくらべて大した事はありません。割烹の日本料理などは喜ぶかもしれませ

んが、安月給取りの身分には論外です。

弘は、彼らの好き嫌L、は一切無視して、夕食は国分町にある三吉というおでん屋に決めてい

ました。ここは仙台に来t頃、今は亡き北原教授にさそわれてよく来t所です。なにしろ、

一一41



1000円もあればおて・んを腹一杯食える L、それにビール、酒を相当やっても多寡が知れてい

るからです。金のかからない外人司接待法はわれわれ貫乏研究者にとっては重大な問題で、皆

さんもよく研究しておL 、た方がよいと恩" "す。

“地震"

1978年(昭和53年) 6 月 12 日に宮城県沖地震があり、化学教室でも大きな世害を受けまし

た。当日、私は片平で会議があり、会議の途中に弱い地震がありました。会議が終わって青葉

山に自家用車で帰る途中、川内の県の体育館の所にさしかかった時に 瞬ハンドルがきかなく

なり、てっきり ργクしたのだと思って車を止めました。そうすると道が大きく揺れているの

です。それから体育館の内から大勢の女子生徒のあげるカン高い悲鳴が聞こえてきました。揺

れはしばらくしておさまり、青葉山に帰ったのて寸が、なんと化学教室から煙がもくもくとあ

がっているではないですか。堕が出ているのは 4 階と、こともあゐうにわれわれの研究室の

ある 7 階からで、私の居室からも窓の隙間から煙がたなびいているのです。化学教室の教官、

学生連中は生物棟の前に集まってやがてやってきた消防車による消火活動をただ荘然と見守る

だけでした。

翌朝、研究室に入ってみると居室、実験室ともに目ほしい物は全部倒壊し、煙のススでなに

もかも真黒になっており、しかも消火活動の水で床は水浸しとしウ状態です。何から手をつけ

てよいか分からない有憾でした。それから、 1 週間lか10日位、年日毎日が研究室の再建作業で

す。教官、学生が力を合わせて倒慶したものを元に戻L、こわれたものは修理するなり、捨て

るなり、水浸しの床をふきとり煤煙をはらい とし、う肉体労働由連続です。しかし、日頃あ

まりぞらな L このような単純労働が軍:外に面白い事を発且L、皆んなで lノイツィゃったもので

す。皆んなが喜々としてやったのは他にも理由がありまして、夕方作業が終わると、まだ片付

レていないセミナ一室に集まってビールを飲むのです。そのピーノレのうまかった事は今でも忘

れられません。こうして、毎日がピ ルによるコンパでして、片付け終わってコンパがなくな

った時には、気落ちしてしまし、ました。とにかく、こり期聞は研究のような知的骨働は皆無

で、肉体労働に徹したわけて寸が、肉体労働も悪くわ、生き方だなと思った次第て寸.しかし、

to 日間にわたるピ ル代は相当なもので大体教官の涙ぐましい出血サ ヴスだったと思いま

す。とにかく、この地鍵のおかげで、事があれば皆んなが一致団結することを知弘非常にU

強〈臣、った肱第です。

この年の豆にインドでラマン関時の国際会議があり、招待講演をやる事になっていたりです

が、地震による研究中断のために最新の研究成果を発表することは出来なくなりました。それ

で主催者に中止を申し入れたところ、“ちゃ一地震の話しをしろ'という事になりました。日

がせまっていて題自の変更も出来ませんので、“Raman lntensitiesofChargeTransfererys-
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tals~ という題目の Fで、仙台の地震をスライドを使って話しました。結果的にはサイエンF

よりこちらの話 IA)方が面白かったようで、しばらくは地震の伊藤という帯で変に有名になっ

た次第です。

“超音速ジ工ツト"

1970年代の研究の主なテーマは共鳴ラマソでした。しかし1970年代の後半頃からヲマソを

止める潮時だと感づるようになりました。そもそもわれわれは、共鳴ヲマンを通じて分子町励

起電子状態を研究するのが目的でした。たしかに共鳴ラマンは他の手段て'は得られない励起電

干状態について多くの知見を提供してくれました。しかし、これはあくまで間接的なもので、

いつまでも、もどかしさがつきまとうのです。こ ζに、共鳴ラマソによる電子状態研究の限界

を感ずるようになったのです。

この頃から、芽さんは多光干イオソ化へ、三上さんは 2 光子吸収へ、宇田川さんは SVL 蛍

光へと電子状態に直接アプロ チする方向をとるようになりました。多光子イオ γ化というの

は分子がレーザーりような強い光で 1 光子を吸収して励起電子状態にあがった時、その光が

強ければ励起分子はさらにもう 1 光子を殴収してイオン化連続帯に達しイオンを生成する過

程を指します。イオンを検出しながらレ ザ←光のエネルギーを変えて行けば、 1 光子が励起

状態に共鳴した時にイオン量の著しい増大がありますので、レ ザ 波長を掃引しながらイオ

ン電流を測定すると%から S，への吸収スベクトルに相当するものが得られます。イオンは適

当な電場をかけると全部補聾することができますので、多光子イオ γ化法は非常にi菌感度の分

光法です。多光子イオン化法については芽きんが、現在科研にL、る村ム純一君と協力して、ほ

ぼその測定技術を確立していました.また、三上さんは. 2 光干吸収についてすでに顕著な業

績をあげてL ました。 2 光子吸収とは分干が 2 ケの光干を同時に吸版して励起状態に遷移する

で、ラマンと同織の現象であります。宇田川さんは、日大の鈴鹿君とともにSVL蛍光に取り

組んでいました。 SVL は single vibroniclevel の略で分子の励起電子状態の特定の単一振電車

位からの蛍光でして 分干の励起状態.基底状態の振動構造について詳細な知見を提供する有

力な卦光手段です.徴弱な蛍光を高分解能で分光するには効果的な集光法が要求されますが、

世らは分光器を倒立させて使用すると L ヴ暴挙をあえて行ない、高分解能分光を達成しまし

to 。

このような多岐にわたる新しい骨光手段の開発が進展していた最中に、当時シカゴ大学に留

学していた三上さんが“趨音速ジェッドという新しレ実験技怖をたずさえて帰国しました。

超音速 Y or.ットとは気体の断熱膨張によって極低温に冷却された孤立した気体分子を生成する

ものです。とくに、三上さんは超音速ジ孟ットを自動車の燃料噴射ノズルを使用してパルス化

することに成功しました@こうして、ほほ絶対 O 度に近い衝突のない孤立気体分干をパルス
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状で生成することができるようになり、これによって装肢が挙に小型化され、大型研究と目

されていた趨音速ジ z ットが小実験室規模で行えるようになりました。われわれはレ ザ と

してハルスレーザーを主に利用しますので、パルスの超音速ジエクトと組み合わせれば、極低

温孤立分干の分光研究が可能となります。こうして極低也、lIJl立という筏限状態の試料分子を

生成できるようになり、これに茅さんらが開発した多光子イォ γ化、宇田川さんらが開発した

慣弱蛍光の分光等、高感度自分光技術がそのまま適用され、ここに超音速ジ z タト レーザー

分光の新しい実験手段が確立されたのです。したがって趨音速 νェット分光は研究室のすべて

のスタップの総力と岐術を結集して出来たものであり、われわれの研究室の一大成果とし、って

もよいと思います.この分野で世界をリードできたのは、超音速ゾェット、多光子イオン化、

蛍光測定技術等がtまたま時を同じくして開発され、それらが有機的に合体て'きたからて'あ

り、非常に幸運だったと宮わざるを得ません。こう L、う意掠からも、弘は実に独創性に満ちた

優秀なスタッフに恵まれたことを心から感謝しています。成*のすべては、芽さん、三上さ

ん 宇田川さんたはじめ、多くり大'半院学部芋生の contribution によるものであり、私は単

に箇らの上であぐらをかいていたにすぎなかったのです。超音速ジェット分光がスター卜した

直後に、芽さんは慶応大の教般に、宇田川さんは分子研の助教授に、それぞれの大きな遺産を

残して転出されました。

それから、 10年以上経ちますが、三上さんをはじめとして阿部晴雄君(現.理研 研究

員)、江幡孝之君、藤井正明君及び多くの大学院半生町努力によって超音速'./'"ット t レ ザ

分光はさらに劇的な発展を見せ、噌感りん光励起分光法、誘導放出分光、 population ラ~ル

分光、二波長イオン dip 分光、質量選別イオソ dip 分光等、新しい超音速ジェット分光法が続

々と産まれました.これら新しい骨光法の~IJ出に伴レ研究分野も大きく』広大 L、回転呉性体、

大振幅振動、分干の高励起状態、イオ γの電子状様、ファ Y デル ワールス錯体、水素結合

錯体、種々の緩和、解離過程。ダイナミッグス等多世にわたり.それぞれについてある程度国

際的に評価される成果を得ることができました。これもひとえに量子化学研究室の皆さんのお

かげであり、感謝の言葉もありません。

もう l っここでお礼を申し上げねばならないのはわれわれのレーザー特別設備Eびレーザ

一実験室の概算要求にあたり、並々なら由御協力と御支援をいただL 、た当時の宇部長の武田暁

先生、伊東撒先生:aU'化学教室町構成員の方々です。よれらの ν ザ 設備.実験室がなかっ

たならばこれだけの成躍はとても実現できなかったと思います。慨算要求にあたり何度も士部

省に足を運んだのが今ではむしろ懐かしく感じられます。文部省での接捗り途中でレーザー実

験室の建物につL、ての話をしている時、係官から"東北大には機器升析センタ 止いうものが

あるが要求がでてI， '1.よし、りで建物はいらないのでしょうね"とし寸話がでました。あわてて、

セゾター長をしてレた桜卦さんを文部省に連れて行きました。これが分析セソターの建物がで
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きるきっかけとなったのです。この意味でレーザーの岐算要求は多少とも化学教室に貢献した

かなと思ってします。

“受賞始末記"

19回年(昭和63年) 4 月に“レーザ一分干分光の開発と電子、振動状態の研究"に対して

日本化学会より学金賞をいただき、その折りには研究室出身者の方々による盛大な祝賀会を催

していただきました。以下はその時に東北化学同窓会報に寄稿したものです。

今回は栄嘗ある日本化学会賞を原戴し身に生る光栄と感謝しています。レーザ一分守分光に

ついての研究が認められたもので、過去、現在にわたり御協力し、ただした数多くの研究室の教

官、学生の方々に心からお札を申し上げます。もし少しでも誇れる仕事ができたとすれば、そ

れはすべて優秀なスタッフりおかげであり、小生はただフワッと笹らの上にあぐらをかL 、てし、

たようなものでれまた化学教室の先張、同僚の諸先生方にも一方ならぬ御厚情をいただき厚

くお礼申し上げます。

受宜の#というものは大体以上で尽きるものでして、研究の内容やその評価につL 、て本人が

語るのはどうも変な気がします。そこで、今聞の畳置にまつわる 2， 3 の出来事を2れてお茶

を濁すことにします。まず受賞にさレして多くの方々からお祝いの手紙、電話等をいただきま

したが、中にはいまだに identification ができなくて困ってレるのがあります。どこでどう知

ったのか分かりませんが.全く覚えのない方から毛筆の達筆で丁重なお祝いのm状をいただき

ました。韮tl\人の住所を頼りに親、兄弟を総動員して色々と調べたところ、遠い親戚であるこ

とが判明しました。官、はこの親戚に会った記憶Uが全然ないのです。手紙の場合は調べたり思い

出したりする時間的余裕がありますが、電話の場合はその場で対応しなければなりませんので

どうも格好のつかない事が起こります。|日嗣w学卒業以来45年以上も音信のなかった古い友

人から電話をいただきました。こり友人。名前は記憶にありましたが、どうしても顔が思い出

せなレのです.先方は昔の思い出話等をするりですが、思c·出というものは相手の顔が浮かば

ないことにはどうにもならないもので、冷汗ものの対応になりました。消去法により最近やっ

と 2 、 3 の鎖にしぼることができましたが、いまだに特定するに歪らず、この友人には大変失

礼しています。

もう 1 つは昔の悪友で現在は会社で相当の地位にある連中からの祝レり電話です。これら

の連中が決まって言う事は、賞金が相当出るだろうからオゴレとしうものです。日頃、オゴラ

レッぱなしの弱みで「ウン、その内に」とカヅコよい返事はしたものめ現在大いに悩んでレる

ところです。日本化学会から副官としていただいたのは 5 万円で、この金も伺んという事な

しにとっくの昔に消え跡形もありません。かりにあったとしても連中の言うオゴリが 5 万円

程度ですむ筈がないのは明白です。要するに髄らが恕像している賞金の額は桁が全く違うので
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ありまして、先日もこの連中の一人が官金が入ったはずだから外国旅行にでも連れて行っても

らえと家内を唆す拍宋で弱りはてています.

いずれにしましても今回の受賞で思いがけない多くの体験をさせていただきました。とくに

お寄せいただいた皆憾の御芳情にはお礼の言葉もありません。有難うございました。

“スケッチ馬鹿"

絵を画くことに興味をもつようになってかれこれ 10年になります。小学校の図画の時間以

来、絵をみる自はすきでしたが、自分で絵を画くという意識は全くありませんでした。 19剖

年四秋、オーストヲリアに一か月ほど旅をしたとき、小学生が使うクレヨンと小さなスケッチ

プ γ クをたずさえました。パース~ king's park というところには変わった植物や花がたくさ

んあり写真をとりまくっていましたがフィルムがなくなってしまいました。あきらめかけてい

ましたが、クレヨンとスケヅチプ γ グをもっていることに気づきカンプ fルポーと呼ばれる鮮や

かなグリ-/と深紅で彩られた槌物をクレヨソでかいてみました。初めてにしては出来はまあ

まあで気をよくしたのですが、それよりも画くために短し、時間ですが対望物をじっと眺めたこ

とに新鮮な感動を覚えました。考えてみると、われわれの実生活でものを日分以上見つめる

ということはあまりありません。まして写真の場合は 瞬て F九画いた絵は人様に見せられる

ような γロモノではありませんが、絵を見るとモの時の感動が不思議に睦ってくるりです。こ

れがやみつきの拍まりでした。

それ以来、クレヨンが水彩になり油絵になりいろいろと変還をへて今日に歪り一向に上達し

ない自分になかば諦出かけて L‘ますが、画くことの執念は益々強くなるようです。とくに旅に

出て見知ら由風物に出会ったときの湧き上がって〈る制作欲(制作というほどのものではあり

ませんが)は抑えがたいものがあり.なにかの理由で画けなかったときの残念さは夢にまで出

てきます。このようなわけで、ちょっとした推に出るときでも画く道具と折り畳み崎干を L つ

も持書するようにしています。むかしは買取って重い油絵の道具をかついで外国旅行に出たこ

とも二度ほどありますが、いまはとても体刀がもたなくて、もつばら水彩スケ γ チにしていま

す。 F3 のスケ γ チプッタは普通の手提げカバソに入るので都合がよく、水彩用のプラスチッ

クのパレットに鉛筆、マジックベン、筆と駅弁のお茶容器 t口、れた水があれば用がたります。

ただ割に頑丈なアルミパイプの折り娃み椅子はカバンに収まらずむき出しで手にもつしかあり

ません。これさえなければ学会にでるふりをして絵を画きに行く魂胆がばれな L ですむと思う

のですが'

スケッチで番重要なことはこれはと思う風景に出くわした時にはためらわずそこに座り込

むことです.それが田舎とか人通りの少ない所であれば全然問題はありません。しかし人通り

の多い街中で座り込むには相当の勇気が必要です。恥ずかしし、から人自のつかない場所を探す
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のですが、そこからの風景の印卑は全く遭う場合が多しのです。それはし功、な と思った印望

は雑踏をふくめてその場の環境すべてで構成されており、構成要素を一部でも除けば駄目にな

るからです。そうは分かっていても、銀座四丁目の人混みの中ではためらわれます。'しかし

不思議と例えばハリーの街中ではあまり抵抗を感じなL のです。これは多分旅の恥はかきすて

ということと、この機会を逃したら再びチ+ソスはこないかもしれないということによるので

しょう。もう一つは恥や外聞を気にするには歳をとり過ぎたということもあるかもしれませ

ん。とにかく、人に余り迷惑をかけることなく人ひとりが座り込むスベースはなん止か確保で

きるものです。乞貴になったと思えばなんでもありません.座り込んでしまえばあとはこっち

のものです。対象によって異なりますが、スケッチを仕上げるのには早くて30分、こみL っ

ている場合には 1 時間半ぐらし、かかります。この問、通り過ぎる多くの通行人の視線に曝さ

れることになります。なかには立ち止まって覗きこむもの、向を画いているのか質問するも

の、アドハイスをしてくれるもの、自分の身内に絵を画くのがし、てそれがどうしたこうしたと

長々と話しかけてくるもの、といろいろあります.気がつ〈ことは、この連中の多くはアメリ

カ人であることです。一般に，、リジ+γ、ハリジェゾヌは見て見ぬふりをしてくれます。この

あたりにも国民性が窺われて興味深いものがあります。しかし子供は例外で、なかには始めか

ら終わりまでつきっきりのがし、て、わたしの片言フランス語の絶好の栂手になってくれます。

C田t joB なんていわれると錨しくなって、ねだられればつい絵をやってしまうこともあり、

あとで後悔しま F。いつれにしても、人通りの多い街中で町スケッチにはし、ろんな人との出合

いがあり楽しいものです。また、そり街に直に触れたという実感があり‘これは通り一辺の観

光旅行ではえられないものです。

こ ζ までくるとスケッチの example を出さないと格好がつかないことになりました。絵は

パリーで学会があり、この時に画いたものです。パリ のサン ラザ ル駅前の広場でして

上にj1)いたような乗降客で混雑するバス停の横に陣取って仕上げたものです.稚拙で人様にお

見せてeきるものではありませんが、官、にとってはかけがえのない記録であります。お笑いくだ

さ L 、

-ためらわれるかどうか試してみました。昨年(1991年)の暮れ、師走でごったがえす東

銀座の通りに陣取って散舞伎座をλ ケッチしました。その時の絵もお見せすることにします。
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